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商号 大阪商工信用金庫

本店所在地
〒541-0053
大阪市中央区本町２丁目２番８号
TEL：06-6267-1636（代）

店舗数 大阪市内：14ケ店／大阪府下：7ケ店

創業 1929年５月

改組 1951年10月

代表者 理事長　多賀 隆一 （タガ リュウイチ）

出資金 69億64百万円  

自己資本額 550億13百万円

預金高 7,724億円 

貸出金 5,167億円 

役職員数 429名<男242名：女187名>  

業務内容
預金業務、融資業務、為替業務、
代理貸付業務などの信用金庫法に
基づく代理業務。

2024年
9月末現在

金庫
概要

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

10.19% 10.40%

550億円
10.40%

10.36%

472億円 506億円 550億円

19,455人 19,619人 19,733人

19,733人

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

当期純利益

※�貸出業務等、金融機関の本来の収益力を指します。

25億円 26億円 29億円
29億円

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

コア業務純益

出資会員数自己資本額・比率

上半期 業績ハイライト
（2024年9月末現在） 26億円

19億円
22億円

26億円

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末66.9%
お預かりしたご預金に対する貸出の
割合です。全国平均を大きく上回る
高い水準を維持し、積極的な貸出を
行い地域に貢献しております。

預貸率

3.44%
貸出に対する不良（返済困難・返済
不能等）の割合です。

不良債権比率



１ 脱炭素（カーボンニュートラル）とは？
２ 脱炭素経営に取り組む必要性
３ 脱炭素の取り組みはチャンスです
４ 国や自治体の支援策
５ 大阪商工信用金庫の脱炭素経営のサポート

脱炭素経営サポート
説明動画はこちら

脱炭素サポート体制

事業性融資の取組状況
中小企業・個人事業主の皆さまの資金調達を支援しています。

4,230先
4,408先 4,490先

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

4,313億円
4,429億円

4,674億円

2022年9月末 2023年9月末 2024年9月末

事業内容にあった資金調達のご提案をさせていただきます。

脱炭素経営への意識醸成として、大阪府の「脱炭素経営宣言事業」に参画して
います。2024年9月末時点で累計1,358社のお客さまにご賛同いただきました。

まずは意思表明「脱炭素経営宣言」

現状を知る「省エネ診断」
環境省の「省エネ診断」への参加を推奨しています。

具体的な取り組み「脱炭素経営を総合サポート」
脱炭素経営に関する幅広いサポートを提供いたします。

つまり、コレにコレだけのことをすればコレだけの効果があると「数字」で分かるので経営判断の材料が揃います。

医療機関向け製品の開発を行っているＡ社は省エネの取組を先行して行っており、今回の診断で従来の取組が省エネに適していることに
加え断熱材の導入など新たな情報が得られました。同社の省エネに対する意識がさらに高まりました。

◦ こんな事業者が利用しています

よろず相談
脱炭素に興味がある、取り組みたいというお客さまに対して、脱炭素関連の
あらゆるご相談に応じます。

CO₂排出量/削減量簡易算定
お客さまのデータをもとに、エネルギー起源のCO₂排出量
を算定します。算定結果をもとにカーボンニュートラル達
成に必要な削減量を算出し、レポートをご提出いたします。

「脱炭素サポートローン」
脱炭素経営にかかる資金調達をご支援する商品です。
※「脱炭素経営宣言」の取得が要件となります。

3
ステップ

2
ステップ

1
ステップ

脱炭素経営を
サポートします

事業性融資先数 事業性融資残高

①診断申込 ▶▶ ▶ ▶④省エネ診断書③ヒアリング＆
　現地視察

②専門家
　が来訪

⑤診断書を解説しながら
　省エネ助言＆省エネ提案

省エネ診断の
流れ

ご相談
事例

・SDGs経営の事例が知りたい。
・自社のCO₂排出量を知りたい。
・�再エネ調達などCO₂削減�
活動を行いたい。

・�国際的なイニシアチブに�
参画したい。
・�自社の脱炭素にかかる�
リスクを把握したい。 など

Osaka Shoko Shinkin Bank 2024



人材紹介

助成金・
補助金

脱炭素・
再生可能エネルギー

事業承継・
M＆A

デジタルトランス
フォーメーション（DX） 財務戦略

公的支援機関 経費削減
サポート 不動産活用 建  築 設備リース

お客さま×

「大阪商工ファインダーサービス
（本業支援）」のご紹介

ご融資以外のサポートとして、提携企業と連携した本業支援を提供しております。

人材紹介

　従来からブランド化粧品の販売をしていましたが、利益率が低いため業容拡大を目指すべく自
社ブランド商品の開発を計画。しかし販路拡大のノウハウを有する従業員がいないため、対応で
きる人材に関してご相談がありました。ニーズを詳しくヒアリングし人材会社よりプロ人材を紹介、
無事採用にいたりその後新商品開発に着手、来春に展開する予定をしており順調に進んでいます。

化粧品卸売業Ｂ社

１ 販路拡大の支援（大阪Big Advance）
２ 人材の紹介
３ 補助金・助成金の申請補助
４ 事業承継・M&A
５ ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への取り組み支援
６ 脱炭素（カーボンニュートラル）への取り組み支援

大阪商工ファインダー
サービス説明動画は
こちら

民間の提携企業だけでなく、公的機関の支援情報も随時提供しています。

　プラスチック加工を事業としているＣ社は、取引先の依頼を受け新たな商品を開発しました。
当金庫担当者が商品開発のお話を聞き、調べたところ同様の商品がなく素晴らしいアイデアで
あったことから、知的財産の重要性をご説明し特許取得のためINPIT関西を紹介しました。無料
で知財に関する相談ができ、現在特許取得に向けた取り組みを始めています。

ＩＮＰＩＴ関西 （独立行政法人 工業所有権情報 研修館）

活用
事例

活用
事例
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大阪商工信金アプリ

© 2024 SANRIO CO., LTD. APPROVAL No.L654676

　大阪府では、毎日1,100人の献血が必要とさ
れていますがコロナ禍以降、献血者数が減少して
いることを受け、昨年に引き続き献血活動を実施
しました。当日は、大阪府赤十字センターより献
血バスを当金庫本店駐車場に配車いただき、多く
の職員が献血に協力しました。

　歴史と美術を展観する機会は信用金庫の地域の文化振興に根差し
た社会貢献と捉え、当金庫では、2024年6月15日（土）から大阪
中之島美術館で開催された日本経済新聞社主催の「醐醍寺展」に協
賛しました。
　今回は醍醐寺に伝わる国宝14件、重要文化財47件を含む約90件
を大阪で初めて紹介しており、愛好する人たちだけでなく、あらゆる
層の皆さまに日本の文化を堪能していただくことができました。今後
も、豊かで平和な社会の維持と文化の継承に社会貢献活動として尽
力してまいります。

醍醐寺展協賛

献血活動 （2024.09.11）

CSRの取り組みCSR

https://www.osaka-shoko.co.jp/
見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。




